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   福島市立平田小学校 学校だより №１０   

自分で考え力を合わせ 

 

＜２月１６日（木）学校評議員会＞ 

今回は，児童及び保護者アンケートと教職員による学校評価を基に「平成２８年度の学

校経営の結果」と「これからの学校経営」について話し合いを行いました。 

今年度の学校経営について，学校評議員の皆様より次のような評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの学校経営については，「子供は地域の宝である」ことから，平田地区の各種

団体長の方々とも学校経営について話し合いを持ち，地域に開かれた学校経営を行ってい

くことが大切であることが確認されました。 

＜２月１７日（金）地区健全育成懇談会＞ 

本校教職員とＰＴＡ，平田地区の方々総勢４３名の方々にお集まりいただき，児童の健

全育成についての話し合いを持つことができました。その席上，今年度の学校経営につい

ての評価もいただきとても感謝しております。ありがとうございました。また，平田地区

全体で子供を育てていくことを確かめ合いました。学校に関わるもので話題となった主な

内容は，次のとおりです。 

 

 

 

 

 

平成２９年２月２０日発行 学校・家庭・地域を結ぶ 

 

学校評議員会と地区健全育成懇談会 

 

 

自分で考え 力を合わせ 

夢に向かって 最後まで 

 

○ 児童は，いろいろな活動を通して，地域の人々と関わる機会がある。  

○ 児童は，あいさつや基本的な生活習慣が身に付いている。  

○ 学校は，児童の安全確保（事故防止，不審者対応，地震・火災等への対応）に努力している。 

○ 学校は，学校だよりや学年だよりを通し，保護者や地域の人々に対して，教育活動の説明や情

報提供をきちんと行っている。  

○ 毎月の「かけはし」を通して，学校のよさ，児童のがんばっていることがよくわかる。家庭で

も学校だよりはうれしいものである。これから先も配付されることを願う。  

○ 学校は，校舎内外がいつもきれいで，児童の生活や学習がしや  

すいように施設・設備を整備している。  

○ 学校は，児童の健康を維持し，体力向上のための活動に取り組  

んでいる。 

○ ＰＴＡ活動は，学校と連携して活発に行われている。  

○ 児童一人一人が大切にされていること，うれしく思う。 

● 学校周辺の横断歩道や路側帯のラインが消えている箇所がある 

ので，学校はＰＴＡと連携して早急に補修の要望活動を実施して  

ほしい。 

● 小学校は，担任の影響力が大きい。児童との信頼関係を築いていってほしい。  

 ○ 児童の遊びについて（児童の姿が屋外で見られない） 

 ○ 信号機の設置について 

 ○ 児童の健康，とくに虫歯予防，肥満防止について 

 ○ 平石小，大森小との交流活動について 

 ○ 放課後児童クラブ設置に向けた準備について 

 ○ 家庭教育の重要性について（靴の脱ぎ方等） など 

 



 

 

0 50 100

いつもできない 

あまりできない 

だいたいできた 

いつもできた 

朝の気持ちのよいあいさつ 

平成２７年度 

平成２８年度 

学校生活に関わる評価（児童） 
児童一人一人がこれまでの学校生活を振り返り，自己評価した結果をお知らせします。今年度

の本校の目指す児童の姿につながる以下の３項目について昨年度の結果と比較してみました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
入賞おめでとうござます！ 
第 ６ １ 回 福 島 県 書 き 初 め 展 （敬称略） 

 

 

 

 

これからの主な行事予定 

 
   ２月２１日 校内なわとび記録会 

   ３月 ２日 授業参観 学級懇談会 

         ＰＴＡ学年委員・専門委員選考 

         全体会・ＰＴＡ運営委員会 

      ８日 ６年生を送る会 

     ２１日 卒業式予行 

     ２２日 修了式（１年～５年） 

     ２３日 卒業証書授与式 

授業参観 
３月２日（木）は，今年度最後の

授業参観日です。 

どうぞ，子供たちの成長した姿を

ご覧ください。 

１３：００ 授業参観 

１３：４５ Ｐ学年・専門委員選考

１４：１０ 全体会 

１４：４５ 学級懇談会 

１５：３５ Ｐ運営委員会 

１６：２０ 学級会会計監査 

 

○学校賞受賞 

 

○硬筆の部【書きぞめ賞】 

１年 佐藤 悠      

○毛筆の部【書きぞめ奨励賞】 

３年 鈴木 夕起 

４年 佐藤かなた 
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親子シンポジウム 
 １月２８日（土）ＰＴＡ教養委員会主

催の「親子シンポジウム」が開かれまし

た。４～６年児童と保護者，関係機関の

方々が，「メディアとのよりよい関わりに

ついて考えよう」というテーマで，パネ

ラーの話を聞き，グループで話し合いま

した。将来の自分のために，今の時間を

どう生きるかを考え，ルールを作ってい

くことが大切ですね。 

 ３項目とも「いつもできた」「だいた

いできた」の肯定的な割合が９割以上

であり，よくがんばったと言えます。 

これからは，全児童が「いつもでき

る」と自信をもって答えられるよう指

導を継続していきますので，保護者の

皆様，ご理解とご協力をよろしくお願

いします。 


